
三島市

平成 26 年度から学校支援地域本部として活動を開始、令和２年度からは、地域と学校とが連携・

協働し、地域全体で子供を育てるという視点をもった地域学校協働本部へと発展させ、活動を継続し

ている。元中学校教員が推進員として、学校と地域をつなぐ役割を果たし、地域学校協働活動につな

げている。特に、夏季講習の支援や技能教科の授業補助、ゲストティーチャーによる授業、花壇整備

など、安全・安心な学習環境を整え、子供たちの豊かな学びを支えている。

活動内容等
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(1) 事業の目的

及び活動の方

向性

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた基盤として、地域と学校が連携・

協働し、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えていくため、「地域学

校協働本部事業」を実施する。

(2) 活動体制等

（連携する団体、

子供･地域住民

等の参加状況、

活動年数等）

・連携する団体…学校運営協議会、ＰＴＡ、自治会、町内会

・地域学校協働本部実行委員会を年８回開催

・地域学校協働活動には、地域住民が多数参加し、子供とともに活動を行って

いる。

・平成 26年度から活動を開始して、今年度で９年目になる。

（3）活動内容及

び成果

【活動内容】

・夏季休業中の学習支援を行う。

・花壇整備のボランティアを募り、花壇の整備を行う。

・職業講話の人材探しと日程調整を行う。

・技能教科における危険を伴う授業の学習支援を行う。

【成果】

・令和３年度末の学校評価アンケートで「学校が楽しい」と回答した生徒が

91%と、安心して過ごすことができていることが分かる。これも、学習の素

地が身に付いていることが一因になっていると考える。


